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食事の味嗜好についての検討－パンの副食を中心に一

神戸女大家政　○林利恵子　薦田睦子　宮崎育子　宮田康子

　目的：現在の激しい社会変動は、食生活にも影響を与えていると考えられる。簡

便性。多様性などが求められる傾向にあり食事にも反映しており、特にパンの食事

については栄養的な配慮は軽視されている現状である。今回はパンの副食について

の味嗜好と栄養のがﾗﾝｽ性を保つように食教育関与に役立てることを目的とした。

　方法：パンの副食に関するｱﾝｹｰﾄ調査を京阪神の女子大生292名、幼稚園児144名、

中高年齢者94名。計530名にて行った。また、従来のがﾀｰ、ﾏｰｶﾞﾘﾝ、V ｬﾑ等と同様

に用いられるｽﾌﾟﾚｯﾄﾞを試作・調理し。官能検査を女子大生50名で実施した。

　結果：①嗜好調査により。パンの副食の料理様式については女子大生と幼稚園児

の好みは、洋風80％以上、折衷様式約15％で、同じ傾向であり。中高年齢層では前

者との差異がみられ和風、中国風の好みがあらわれている。パンにあう好きな料理

の種類としてｻﾗﾀﾞ｀'と飲物は園児、女子大生共に好まれており、中高年齢層は。若年

層とは傾向が異なり加熱調理も挙げている。好まれるパンの副食料理を20選んだ結

果は、全年齢層共、加工食品。発酵食品。飲物を好み、調理法としては、簡単な汁

物、ｻﾗﾀﾞ゛類が好まれた。②味嗜好、栄養上の配慮から官能検査の結果。ｴﾈﾙｷﾞｰ。脂

質が抑えられる洋風のｶｯﾃｰｼ゛ﾁｰｽﾞ゛｡ﾏｯｼｭﾎﾟﾃﾄ、和風の豆腐、納豆をへ゛-ｽにしたｽﾌ*ﾚ

ﾄﾞも好まれることが明かになった。

I Jp－ 3 甘味に対する味覚と運動

武蔵丘短大　　○溝井雅子　鵜飼光子

　目的：疲労時には甘味を要求するといわれるように、運動により味覚や嗜好が変化することが予想さ

れる。そこで実際に、健全な若者を対象として一定の運動負荷を与え、その前後に詳細な官能検査を行

うことにより、運動前後の味覚および嗜好、特に甘味についてその変動の調査を試みた。

　方法：運動負荷は自転車エルゴメーターを用いて、50W、90W、130Wを各３分ずつの合計　12分と

した。官能検査は運動前後および運動終73o分後の３回行った。３点識別法により、一般に甘さの闇値

として報じられている0.01 I Mのジューク□ ―ス溶液を試験液とし、被験者が蒸留水と試験液を正しく

判別できるかどうかを調べた。対照として、運動負荷を行わずに同様の試験を行った。次いで順位法に

より、４種類の試験液(Q.ORM、O.IM、0.2M、0.3Mのジュークロース溶液）を薄いものから順々に　飲

み、嗜好の変動を調べた。

　結果: ①平常､時（運動負荷前）にO.OlMのジュークロース溶液を正しく判別できた割合は、運動負荷

群では全体の56％｡対照群では68%であった。②両群ともに、運動負荷前後および運動終了3 0 分後の

３回の官能検査結果を比較したところ、0.01Mのジュ―クロース溶液を正しく判別できた者の割合に顕

著な変化はみられなかった。③運動後は運動前よりも高濃度のジュークa ース溶液を好む傾向が認めら

れ、運動負荷による甘味に対する嗜好の変化が示唆された。
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